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これから紹介する事例は、

プライバシー保護のため、複数の事例から構成するとともに、

内容等も一部変更しております。
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事例１

学校・教職員等の対応

事例２

いじめ

相談者 本人、母親

子どもの所属 中学校

相談方法 電話、面接

相談者 本人

子どもの所属 小学校
相談方法 はがき

⇒出張相談会
⇒訪問面接

事例３

対人関係の悩み

相談者 本人

子どもの所属 中学校

相談方法 電話

報告の流れ

事例から 「せたホッと」の役割を考察する



学校・教職員等の対応 中学生
●相談者：本人、母親 ●相談方法 電話、面接

【相談内容】 私立中学校における部活動の行き過ぎた指導と活動量の多さに関して

・詳しく話を聴くため、本人と母親の来所を提案
せたホッと

・母親からの電話の話を聴いていると、本人が「自分で話したい」

・部活の顧問の先生は「都大会行きたいんだろ」「勝ちたいんだろ」が口癖の

熱血的な指導で、怒鳴ったり襟をつかんで詰め寄ってきたりする
母親
→本人

【報告書P27 事例２】事例１
①



来所面接

事例１
②

学校・教職員等の対応 中学生
●相談者：本人、母親 ●相談方法 電話、面接

・顧問の先生が怒鳴ったり馬鹿にしてくることもあり、部員の1人は「辞めたい」

・本人は部長をしており、その責任感から様々な部員の話を聴いている

・夏場の練習では「暑さ指数を測っている」と発言あるが、吐きそうな部員がトイレ

に行くと、顧問から「さぼりたかったからトイレに行ったんだろう」の発言本人

母親

・活動が週6日あり、いつもへとへとになって帰宅。休みの日も、部活の忙しさで、

できていなかったことをやらねばならず、実質的に休みがないことを心配

・本人の今までのがんばり、部長としての責任感をねぎらう

・部活動が部員にとっての成長につながるようにしたい

せたホッと

本人の希望もあり、「せたホッと」が学校と相談することに

【報告書P27 事例２】



事例１
③

学校・教職員等の対応 中学生
●相談者：本人、母親 ●相談方法 電話、面接

その後も本人から部活の様子を聴き、学校との話し合いを継続

相談・調査
専門員

子ども
サポート委員

【せたホッと】

・顧問の指導につらい思いをしている生徒がいる

・部活動ガイドライン＊に則った活動が望ましい

＊スポーツ庁・文化庁「学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する総合的なガイドライン」

学校訪問

・部活動での指導は顧問に任せていた部分があった

・活動日が多くなった場合には入れ替えで休みを入れるよう指導しているが、

あらためて顧問から聞き取りや確認を行う

・ガイドラインに沿った活動を相談していきたい

中学校

管理職

【報告書P27 事例２】



事例２
①

いじめ 小学生
●相談者：本人 ●相談方法：はがき（学校経由で返信）⇒出張相談会⇒訪問面接

【相談内容】クラスにいじめてくる子がいるので困っている

・年に1回「せたホッと」から小学校へ一斉配布している「はがき」を使った相談。

・「Aくんにいじめられている。時々学校を休んでしまうが、その時はBさんが

いじめられているみたい」

・学校で手紙の返事を受け取ることを希望

本人

本人の希望にしたがって、「せたホッと」から学校に手紙を送る

【報告書P28 事例3】

せたホッと・「いじめられて学校を休むくらいつらい思いをしていると感じた。

とても心配なので会って話がしたい」という内容



事例２
②

いじめ 小学生
●相談者：本人 ●相談方法：はがき（学校経由で返信）⇒出張相談会⇒訪問面接

せたホッと・学校には、封を開けずに本人に手紙を渡してほしいこと、

周りの子に気づかれないよう配慮して渡してほしいことを依頼

・現段階で本人が学校に相談内容を伝えることを希望していない

ので、申し訳ないが伝えることができない。

・協力をお願いしたいときにはあらためて連絡することを

副校長に伝える。

せたホッと

・副校長より 「気になっている子なのだが、内容を教えてもらえないだろうか？」
小学校

【報告書P28 事例3】

電話連絡



事例２
③

いじめ 小学生
●相談者：本人 ●相談方法：はがき（学校経由で返信）⇒出張相談会⇒訪問面接

その後、本人から返事がなく思案…
⇒本人の通う学校で「せたホッと」が出張相談会をすることに

出張相談会 （昼休み・放課後）
・様々な子が来てくれる中、本人も来てくれる。

・来てくれたことの感謝を伝えつつ、本人と会って話をすることができる。

せたホッと・本人をびっくりさせないよう、チラシ配布とは別に本人に手紙を送る。

「ほかの小学校でも やっていて、この小学校でもやることになりました。

『せたホッと』と会って 話ができる機会なので、よければ来てくださいね」

本人の希望に沿って、学校への対応をお願いするなど調整を継続

【報告書P28 事例3】



事例３
①

対人関係の悩み 中学生
●相談者：本人 ●相談方法 電話

【相談内容】中学進学後、勉強量や新しい友だちとの関係に馴染めず、学校を欠席しがち

・本人のこれまでの努力をねぎらう

・エネルギーが落ちてしまうのは当然の状況であることを共有

せたホッと

・最近、学校を欠席しがちで、今日も体調が悪く休んだ

・新しい環境で新しい友だちを作ろうと努力、でも話についていけない

・得意な教科はあるのに、やる気が起きない

・興味のある部活が無く、帰宅部を選んだ

・何もかもがいやになる気持ちが強く、ネットのつながりを全部切ってしまった

本人

【報告書P31 事例６】



事例３
②

対人関係の悩み 中学生
●相談者：本人 ●相談方法 電話

・本人の好きなこと、得意なこと、本人が描いている将来の夢に

ついて話を聞かせてほしい

せたホッと

・学校は居心地のいい場所でなくなり、登校が負担

・就寝時間が遅くなり、生活リズムの乱れから体調を崩している自覚あり苦しい

・この状態が続けば不登校や引きこもりになり、勉強の遅れや将来が不安
本人

【報告書P31 事例６】

・将来の夢を描くことは「生きがい」につながることに気づいた

・いろいろ話せて安心した

・でも、目の前の問題が解消したわけではないので、電話を切った後が不安
本人



事例３
③

対人関係の悩み 中学生
●相談者：本人 ●相談方法 電話

・不安になった時はいつでも電話をかけてきてほしい

・本人が大丈夫と思えるまで寄り添っていく

せたホッと

【報告書P31 事例６】

心が疲れた時の学校以外の居場所を一緒に確認

・図書館 児童館 若者の居場所など

・親と話ができて、登校は本人のペースで良いと理解してもらえた

・塾や習い事へ行くなど、以前の日常生活が戻りつつある

後日、本人からの報告

本人

本人



考察１ 事例から考察する「せたホッと」の役割

（１）子どもの権利を守るための
多様な基本方針やガイドラインの実現に向けた取り組み

世田谷区「区立中学校における部活動の方針」 「いじめ防止基本方針」

「不登校支援ガイドライン」 「ICT活用方針」など

・方針等と実際の活動の違いから活動についていけない、

教員や学校に自分の希望を言えない⇒ せたホッとへの相談

・相談者の子どもたちと方針やガイドラインを共有し、

子どもたちの声を聴きながら学校等と話し合いを進める

【報告書p.５５より抜粋】



考察２ 事例から考察する「せたホッと」の役割

（２）顔が見える関係作りとしての出張相談会の開始（アウトリーチ）

・R6年度は、小学校の協力を得て出張相談会を開始（2校3回）

・昼休み・放課後の10分程度

・「こんなことでも相談していいの？」「どんな人が話を聴いてくれるの？」

⇒より近くに「せたホッと」がいること、安心して相談ができる関係作り

・今後は、中高生の世代へのアウトリーチを検討する

中学校・高等学校・児童館・青少年交流センターなど

【報告書pp.22-23
p.36より抜粋】



考察３ 事例から考察する「せたホッと」の役割

（３）子ども一人ひとりに合った寄り添い方を考えるー相談・調査専門員

・はがき・メール相談…複数の相談・調査専門員で内容を検討し、返信

・電話相談…「いつも一人ぼっちで寂しい」に「せたホッと」からの電話を提案

・訪問面接・来所面接…公園を散歩しながらの相談、

学校の休み時間に定期的に会いに行くなど、子どものリラックスを大切に

・来所面接の後…卓球やオセロ等の遊び、つらい気持ちを解放してから帰宅

・言葉や行動だけでなく、そこに繋がる体験や感情に思いを馳せる

【報告書P52-53より
抜粋】



Thank you

ご清聴ありがとうございました

つづいて第2部は…

実践報告「教えて、ひらえもん！

―せたホッとはいじめにどう向き合ってきたか―」
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